
千寿ヶ原と砂防工事の最前線基地である水谷を結
び、作業をする人たちやカルデラ内で行われる工
事の材料などを運んでいます。

長さ約18km、標高差約640mの間を毎日運行し
ています。
●着工：大正15年6月
●竣工：昭和3年7月（千寿ヶ原～樺平間）
●文化財（登録記念物）：平成18年7月28日付

砂防工事を支える運搬路


